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 FM-AFM を用いて原子レベルで構造規整した Pt(111)電極の原子像と z 方向の水密度分布の観測を試み

た。Pt(111)電極の FM-AFM 観測を電気化学環境下で可能にする電気化学セルの設計と製作，Pt(111)電極

の表面構造を原子レベルで規整するためのアニール・冷却システムの構築を行った。 
 0.1 M HClO4 中で FM-AFM を用いて開回路電位で Pt(111)電極の表面を観測し，原子像を部分的に観測

することに成功したが，FM-AFM の視野全体を原子レベルでの構造規整できるレベルには達していない。 
 Pt(111)電極の全面が原子レベルで規整されない問題の原因究明とその対策を行った。 
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